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遺
跡
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ｉ
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７
　
遺
跡
及
び
木
衛
出
土
遺
構
の
概
要

周
防
国
府
跡
は
頼
戸
内
海
に
面
し
た
低
位
台
地
上
に
位
置
し
、
そ
の
南
限
地

域
は
内
海
の
波
が
寄
せ
る
浜
辺

で
あ

っ
た
。
政
庁
が
あ

っ
た
と

考
え
ち
れ
る
中
央
の
二
町
域
と

一
辺
八
町
の
ひ
ろ
が
り
を
も
つ

と
考
え
ら
れ
た
府
域
の
四
隅
、

西
限
の
名
残
と
み
ら
れ
る
大
槌

土
手
、
そ
し
て
船
所

・
浜
ノ
官

の
各
地
点
が
史
跡
指
定
を
受
け

て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
は
府
域
の
全
体
、

一
部
は
そ
の
外
側
に
も
及
び
、

一

九
九
三
年
度
ま
で
に
八
六
次
を
数
え
る
。

第
七
八
次
調
査
は
、
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
国
府
域
の
東
南
部
に
あ
る
船
所

。
浜
ノ
官
地
区
の
東
に
隣
接
す
る
地
点
で
実
施
し
た
。
今
回
の
調
査
で
は
奈
良

時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
の
遺
物
包
含
層
を
確
認
し
、
遺
構
面
が
複
数
に
及
ん
だ
た

め
、
ニ
カ
年
に
わ
た
る
調
査
と
な
っ
た
。

遺
構
は

一
〇
世
紀
か
ら

一
二
世
紀
の
も
の
が
最
も
多
い
。
掘
立
柱
建
物

・
井

戸

・
土
坑

・
溝

・
墓
な
ど
を
検
出
し
た
。
四
基
の
墓
の
う
ち

一
基
は
、
盛
土
上

に
礫
を
配
し
、
墓
羨
内
に
木
棺
の
痕
跡
を
確
認
し
た
。
副
葬
品
と
し
て
二
〇
枚

以
上
の
乾
元
大
宝
、
灰
釉
の
重
な
ど
が
あ
る
。
ま
た

一
一
世
紀
の
井
戸
か
ら
鹿

角
製
の
賽
子
、
毬
が
出
土
し
、
遺
物
に
も
注
目
す
べ
き
も
の
が
多
い
。

木
簡
は
、　
一
一
世
紀
の
井
戸
か
ら
二
点
、　
三

一世
紀
の
井
戸
か
ら

一
点
、
計

三
点
出
上
し
て
い
る
。
井
戸
は
い
ず
れ
も
木
枠
組
み
で
底
に
曲
物
を
設
置
す
る

形
式
で
、
三
点
と
も
埋
上
の
底
に
近
い
地
点
で
出
上
し
た
。
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①
②
は

一
一
世
紀
の
井
戸
か
ら
出
土
し
た
。
底
の
曲
物
の
上
端
付
近
か
ら
出

土
し
た
も
の
で
、
こ
の
井
戸
が
廃
棄
さ
れ
た
時
に
投
げ
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
①
の

「鍛
冶
」
の
下
に
記
さ
れ
た
二
行
割
り
書
き
部
分
は
人
名
と
考
え
ら

れ
る
。
国
府
の
細
工
所
な
ど
で
生
産
に
従
事
し
た
技
術
者
で
あ
ろ
う
か
。
包
合

層
中
よ
ヶ
輪
の
羽
口
、
対
塙
、
炉
壁
の
一
部
と
み
ら
れ
る
焼
土
塊
な
ど
も
出
土

し
て
お
り
、
こ
の
地
の
周
辺
で
生
産
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
可
能
性
を
示
す
資

料
と
い
え
る
。

③
は
北

へ
七
ｍ
離
れ
た
井
戸
の
底
か
ら
出
上
し
た
。
上
と
下
の
角
の
部
分
が

方
形
に
切
り
込
ま
れ
、
他
の
用
途
に
転
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「宗
貞
」

は
治
承
四
年

（
一
一
八
〇
）
に
周
防
国
大
嫁
に
任
ぜ
ら
れ
た
藤
井
宿
祢
宗
貞
と
考

え
ら
れ
る

翁
玉
葉
し
。

「宗
貞
」
は
、
他
の
文
字
と
は
別
筆
と
判
断
さ
れ
、
文

書
木
簡
の
自
署
に
あ
た
る
部
分
か
。
こ
の
井
戸
か
ら
出
上
し
た
土
師
器
を
主
体

と
し
た
土
器
類
の
考
古
学
的
な
年
代
観
は
、　
〓

一世
紀
末
と
い
う
絶
対
年
代
と

矛
盾
し
な
い
。
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木
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読
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い
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は
、

け
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山
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木
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